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 本研究では、中国語の結果を表わす動詞を補足する構造を結果動補構造と呼ぶ。本研究

の目的は中国母語話者の日本語学習者（以下、学習者と略す）が中国語の結果動補構造に

あたる日本語をどう習得するかを明らかにし、教育現場に役立てることである。課題は二

つある。ⅰ）日本語の複合動詞が結果動補構造に対応する場合と対応しない場合の文法的

分析。ⅱ）結果アスペクトの分析。研究方法として、二つの方法を採る。ⅰ）書籍や文献

による分析。ⅱ）学習者にアンケート調査を行う。 

 本研究は先行研究を踏まえて、中国語の結果補語の境界を定めた。日本語の複合動詞の

成り立ち方については、影山太郎氏の「動詞の他動性調和の原則」を支持する。  
文法構造分析を通して、動作と結果を表現するときの日中語の差異を明らかにした。中

国語の結果動補構造は、結果補語が動詞か形容詞かによって、日本語の表現形式が変化し

てくるほか、日中語の動詞は性質が異なるため、中国語の「動詞＋結果補語」という構造

に比べ、日本語の表現形式はより多様になることも判った。さらに、中国語は基本的に孤

立語系に属しているが、日本語のようにやや膠着語的な性格も結果動補構造の中に見られ

る。それは本来の語彙的意味を失い、前の動詞に付加することによって、動詞の結果が達

成される瞬間を表す成分であり、本研究ではそれを結果アスペクトと呼ぶ。中国語は動作・

行為と結果・変化が分離しており、付随する結果アスペクトがなければ、動作の結果が表

せないのに対し、日本語は動詞が過去形を採るなどによって、動作の遂行が表現される。

 アンケート調査を通して、学習者は動作に言及して結果を表す表現を選択し、動作を具

体化しようとする傾向が強いことが判った。複合動詞を用いて中国語の結果動補構造を表

現するとき、前項要素と後項要素との組み合わせ方について、全体的に、学習者の理解度

が低い。また、日本語の複合動詞で表せない場合、いかなる形式で結果動補構造を表現す

るかについて、学習者はかなり混乱しているようである。それについて、学習者に訓練す

る必要があるのではないかと考える。 

日本語と中国語とは、各々独立した言語体系に属し、各自の特徴を持つことから、差異

が出てくるのも自然なことである。文法構造上の異同を指摘することは、外国語教育に有

益であろう。特に中国語母語話者の日本語学習者に提供する教科書をこの異同に合わせて

作成し、日本語の複合動詞に関する特別訓練や他動詞の他動性と意志性の有無などの教育

内容を入れれば、より自然な日本語を習得することに役立つであろう。 

 


